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東日本大震災でリニア耐震性検証へ
交通政策審議会小委員会

４月８日、交通政策審議会中央新幹線小委員会が非公開で開催さ

れました。新聞報道によると、東日本大震災を受け、リニア中央新

幹線の耐震性や東海道新幹線が被災した場合の位置づけなどを検証

し、今月中にも最終答申案に盛り込むとしています。家田委員長は、

「起こり得ることは必ず起こるという信念で検討しなければならな

い」と述べました。

小委員会は、リニア中央新幹線を推進する立場で議論を進めてき

ています。懸念される環境問題、人体への影響の問題、ＪＲ東海の

財務体質の問題、需要問題などは、十分な議論がされないまま、甘

い見通しによって結論が出されようとしているのではないでしょう

か。東海地震を想定したリニアへの影響、特に通常運転が可能かど

うかの検討がされるのでしょうか。東日本大震災を教訓とするなら、

まずリニアの供給電力を心配しなければなりません。

「原発は環境にやさしい、安全だ」と主張しながら原発建設を進

めてきた国、学者、電力会社の欺瞞性は、福島第一原発事故で証明

されました。リニアも同様です。建設ありきで、疑問を持つ人の意

見を聞かず一方的に推し進め、失敗の結果に終わった場合、「想定

外」で済まされ

ません。リニア

を推進してきた

人たちの責任は

重大です。小委

員会は建設前提

の議論は直ちに

やめるべきです。
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